
京
都
・

大
学
セ
ン
タ
ー
構
想
の
今
後
の
課
題
に
よ
せ
て
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現
在
京
都
で
は
、
　
「
大
学
連
合
」
構
想
が
具
体
化
し
つ
つ
あ
る
が
、

そ
の
構
想
自
体
の
可
能
性
や
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
ま
だ
十
分

見
え
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。
そ
こ
で
、
教
員
の
立
場
か
ら
こ
れ
に

ど
の
よ
う
に
か
か
わ
れ
る
か
、
ま
ず
は
客
観
的
な
現
状
か
ら
検
討
を

し
て
み
た
い
。

日
京
都
・
大
学
セ
ン
タ
ー
発
足
へ

　
昨
年
三
月
二
十
七
日
京
都
・
大
学
セ
ン
タ
ー
は
、
京
都
に
お
け
る

科
学
・
技
術
研
究
と
産
業
応
用
の
た
め
の
共
同
研
究
機
関
で
あ
る
京

都
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
（
K
R
P
）
に
お
い
て
京
都
地
域
の
四
十
五
大

学
・
短
期
大
学
お
よ
び
京
都
府
、
京
都
市
の
参
加
に
よ
り
発
足
し
た
。

京
都
地
域
に
は
、
現
在
京
都
府
下
の
国
公
私
立
大
学
・
短
期
大
学
・

高
等
専
門
学
校
あ
わ
せ
て
四
十
八
校
存
在
す
る
。
　
（
こ
れ
に
、
八
七

年
ま
で
京
都
市
内
に
あ
っ
た
平
安
女
学
院
短
大
、
法
人
本
部
が
京
都

に
あ
る
成
安
造
形
大
学
を
ふ
く
め
て
五
十
校
が
京
都
地
域
の
大
学
と

称
し
て
い
る
。
）
学
生
数
に
し
て
み
れ
ば
、
約
十
四
万
人
の
学
生
が

こ
の
狭
い
京
都
盆
地
で
学
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
京
都
市

の
統
計
に
よ
れ
ば
、
京
都
市
の
人
口
比
率
に
お
け
る
学
生
比
率
は
全

国
で
ト
ッ
プ
で
あ
る
。
ま
た
、
大
学
が
立
地
す
る
こ
と
に
よ
る
京
都

市
の
経
済
効
果
は
約
一
割
に
も
の
ぼ
る
と
い
う
調
査
結
果
が
だ
さ
れ

て
い
る
。
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今
般
発
足
し
た
京
都
・
大
学
セ
ン
タ
ー
は
、
そ
う
し
た
大
学
の
集

積
率
の
高
さ
か
ら
企
図
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け

で
な
い
こ
と
は
セ
ン
タ
ー
発
足
の
際
の
コ
ン
セ
プ
ト
作
成
の
経
過
か

ら
も
み
て
と
れ
る
。
結
論
か
ら
先
に
述
べ
れ
ば
、
セ
ン
タ
ー
は
「
大

学
間
連
携
事
業
」
、
「
産
学
連
携
事
業
」
、
「
地
学
連
携
事
業
」
と
い
う

三
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
か
ら
成
り
立
つ
、
い
わ
ば
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・

コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
・
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。
京
都

・
大
学
セ
ン
タ
ー
発
足
の
詳
細
な
経
緯
は
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
が
、

お
よ
そ
三
つ
の
流
れ
が
一
本
に
ま
と
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
は
、
大
学
等
設
置
基
準
の
改
正
に
よ
る
各
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
自
由
化
、
大
学
内
部
か
ら
の
自
己
革
新
の
高
ま
り
、
京
都
市
の

都
市
活
性
化
策
の
展
開
で
あ
る
。

　
京
都
に
お
い
て
大
学
と
地
域
の
関
係
は
や
は
り
欧
米
諸
国
（
ひ
と

く
く
り
に
は
で
き
な
い
が
）
の
そ
れ
と
も
国
内
他
地
域
の
そ
れ
と
も

異
な
る
独
特
の
発
展
過
程
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、

さ
と
う
・
は
る
き
ち
●
一
九
五
〇
年
新
潟
県
生
ま
れ
●
専
攻
は
社
会
学
、
社
会
哲
学

●
論
文
に
「
消
費
文
化
U
人
間
の
だ
ま
し
と
り
」
（
『
喫
茶
店
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
』
汐
文

社
、
一
九
八
四
年
）
　
「
〈
市
民
社
会
〉
概
念
の
定
立
と
現
代
社
会
論
の
構
図
」
（
『
一

橋
論
叢
』
第
九
十
七
巻
第
四
号
、
一
九
八
七
年
四
月
）
　
「
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
の
理
論
形

成
過
程
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
の
位
置
」
（
『
思
想
と
現
代
』
第
二
十
一

号
、
白
石
書
店
、
一
九
九
〇
年
）
な
ど
多
数
。

歴
史
的
経
過
を
度
外
視
し
て
現
段
階
で
の
大
学
セ
ン
タ
ー
の
発
展
方

向
を
評
価
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

目
京
都
・
大
学
セ
ン
タ
ー
の
理
念
お
よ
び
事
業
構
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
・
大
学
セ
ン
タ
ー
が
発
足
し
た

　
京
都
・
大
学
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
契
機
・
環
境
に
つ
い
て
は
、
以
上
に

　
理
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
述
べ
て
き
た
が
、
理
念
や
事
業
構
想
、

組
織
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
今
後
も
機
会
あ
る
ご
と
に
「
激
論
」
が

か
わ
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
現
在
、
京
都
・
大
学

セ
ン
タ
ー
の
理
念
は
以
下
の
四
点
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。

　
①
現
代
社
会
と
新
し
い
学
問
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
構
築

　
ω
大
学
連
合
都
市
京
都
に
お
け
る
あ
た
ら
し
い
人
づ
く
り
・
ま
ち

　
　
づ
く
り
へ
の
貢
献

　
⑥
大
学
間
交
流
に
よ
る
新
た
な
教
育
シ
ス
テ
ム
・
学
問
・
芸
術
の

　
　
創
造

　
㈲
大
学
の
社
会
開
放
と
生
涯
学
習
シ
ス
テ
ム
の
開
発

　
こ
れ
ら
は
、
大
学
側
に
引
き
つ
け
て
い
え
ば
、
今
後
の
大
学
改
革

の
方
向
性
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。
今
日
の
大
学
改
革
に
と
っ
て
、

大
学
の
大
衆
化
の
も
と
で
「
教
育
改
革
」
が
必
須
の
テ
ー
マ
で
あ
る
。

し
か
し
、
研
究
水
準
を
無
視
し
た
「
教
育
改
革
」
な
ど
あ
り
得
な
い
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わ
け
で
あ
り
、
セ
ン
タ
ー
と
し
て
や
は
り
今
後
の
大
学
改
革
の
方
向

を
理
念
と
し
て
指
し
示
そ
う
と
い
う
議
論
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
議

論
の
結
果
た
ど
り
つ
い
た
の
が
、
大
学
に
お
け
る
「
社
会
性
の
増

大
」
と
い
う
と
こ
ろ
で
は
な
か
ろ
う
か
。
セ
ン
タ
ー
に
は
、
す
で
に

自
治
体
が
参
画
し
大
学
と
同
等
に
発
言
す
る
権
限
を
得
て
い
る
。
伝

え
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
京
都
府
な
ど
は
京
都
府
北
部
の
発
展
に
京

都
・
大
学
セ
ン
タ
ー
の
力
を
借
り
た
い
旨
の
要
請
を
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
京
都
に
お
い
て
全
国
的
に
有
名
な
ベ
ン
チ
ャ

ー
ビ
ジ
ネ
ス
企
業
が
多
く
育
成
さ
れ
て
き
た
背
景
に
は
、
知
的
イ
ン

フ
ラ
が
こ
の
地
で
醸
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、

産
業
界
も
将
来
の
産
業
発
展
の
基
盤
整
備
の
た
め
に
、
セ
ン
タ
ー
の

事
業
に
は
協
力
的
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
し
た
意
味
で
京

都
・
大
学
セ
ン
タ
ー
は
そ
の
理
念
自
体
に
今
後
の
大
学
改
革
の
方
向

性
を
も
ふ
く
み
つ
つ
発
足
し
た
「
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
で
あ
る

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
・
大
学
セ
ン
タ
ー
の
事
業
構
想

　
京
都
・
大
学
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て
は
、
大
学
共
同
利
用
施
設

　
事
業
構
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
建
設
（
京
都
市
が
一
〇
〇
％
出
資
を

し
て
平
成
十
年
頃
に
は
建
設
）
に
と
も
な
い
、
法
人
組
織
の
設
立
に

向
け
再
整
備
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
段
階
で
紹

介
で
き
る
も
の
は
、
一
年
前
に
京
都
・
大
学
セ
ン
タ
ー
の
準
備
組
織

で
あ
る
「
大
学
セ
ン
タ
ー
設
立
推
進
会
議
」
の
発
足
時
（
一
九
九
三

年
七
月
十
二
日
）
に
確
認
さ
れ
た
「
大
学
セ
ン
タ
ー
の
事
業
構
想
検

討
素
案
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
京
都
・
大
学
セ
ン
タ
ー
で
は
、
現

在
こ
れ
を
も
と
に
事
業
を
具
体
化
し
つ
つ
あ
る
。

　
現
在
の
京
都
・
大
学
セ
ン
タ
ー
の
事
業
構
想
の
柱
は
三
本
柱
で
成

り
立
っ
て
い
る
。

　
ω
大
学
間
共
同
事
業

　
⑭
大
学
政
策
・
大
学
教
育
の
シ
ス
テ
ム
の
研
究

　
⑥
大
学
共
同
利
用
施
設
の
建
設

　
こ
れ
ら
の
な
か
に
詳
細
な
事
業
項
目
が
そ
の
内
容
と
し
て
盛
り
込

ま
れ
て
い
る
。

　
「
大
学
間
共
同
事
業
」
に
つ
い
て
、
こ
れ
も
大
き
く
三
つ
に
分
類

さ
れ
る
。
そ
の
第
一
は
、
学
生
対
象
の
正
課
・
正
課
外
を
ふ
く
む
事

業
、
第
二
は
教
職
員
対
象
事
業
、
第
三
は
生
涯
学
習
・
リ
カ
レ
ン
ト

教
育
等
地
域
・
社
会
人
対
象
事
業
で
あ
る
。

　
「
大
学
間
共
同
事
業
」
の
学
生
分
野
の
事
業
は
、
す
で
に
開
始
さ

れ
て
い
る
単
位
互
換
授
業
（
詳
細
後
述
）
を
中
核
に
し
て
大
学
間
で

学
生
が
交
流
す
る
こ
と
を
最
大
の
目
的
に
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り

大
学
間
を
学
生
が
正
式
に
行
き
来
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
が
、
そ
れ
に
と
も
な
い
図
書
館
等
施
設
面
で
の
共
同
利
用
、
学
術

・
ス
ポ
ー
ツ
面
で
の
学
生
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
展
開
が
始
ま
り
つ
つ
あ

一38一



る
。
ま
た
そ
の
共
通
学
生
証
と
し
て
様
々
な
付
加
価
値
も
予
定
さ
れ

て
い
る
「
京
都
学
生
力
ー
ド
」
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
を
期
待
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
地
域
・
社
会
人
対
象
事
業
と
し
て
は
、
現
在
個
別

で
展
開
さ
れ
て
い
る
公
開
講
座
、
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
事
業
を
総
合

的
に
ガ
イ
ド
す
る
こ
と
を
当
面
の
事
業
と
し
、
　
「
京
都
地
区
大
学
研

究
者
年
鑑
（
仮
称
）
」
の
発
行
と
あ
わ
せ
、
広
く
市
民
に
む
け
て
大
学

が
行
う
社
会
人
対
象
事
業
を
知
的
資
源
の
開
放
と
い
う
観
点
か
ら
広

報
・
ガ
イ
ド
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
将
来
的
に
は
セ
ン
タ

ー
自
体
が
単
位
修
得
可
能
な
も
の
も
ふ
く
め
て
、
講
座
の
開
設
を
行

っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
大
学
教
職
員
交
流
事
業
に
つ
い

て
は
、
後
述
し
た
い
。

　
「
大
学
政
策
・
大
学
教
育
シ
ス
テ
ム
の
研
究
」
に
つ
い
て
は
、
結

論
か
ら
先
に
述
べ
れ
ば
「
シ
ン
ク
タ
ン
ク
」
を
発
足
さ
せ
よ
う
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
い
ま
や
大
学
改
革
政
策
は
大
学
教
育
政
策
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。
国
立
大
学
に
お
い
て
も
近
年
、
神
戸
大
学
、

東
北
大
学
に
次
い
で
、
京
都
大
学
に
も
「
教
授
法
研
究
セ
ン
タ
ー
」

が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
私
立
大
学
で
も
同
様
の
動
き
が
あ
り
、
私
立

大
学
に
と
っ
て
は
、
教
育
政
策
は
経
営
政
策
と
な
り
つ
つ
あ
る
と
も

い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
各
大
学
に
お
け
る
自
己
点
検
・
評

価
活
動
は
現
在
「
白
書
」
　
「
レ
ポ
ー
ト
」
の
作
成
等
表
面
的
に
は
さ

か
ん
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
来
の
目
的
で
あ
る
教
育
の
質
の
向
上
に

ど
れ
だ
け
つ
な
が
る
の
か
、
様
々
な
積
極
的
な
試
み
と
同
時
に
た
め

ら
い
や
疑
問
も
現
場
で
は
あ
り
、
自
主
的
な
討
議
を
必
要
と
し
て
お

り
、
現
在
で
は
ま
だ
模
索
の
段
階
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
一
方
で

文
部
省
は
大
学
基
準
協
会
の
再
活
性
化
と
大
学
学
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
構
築
（
権
限
強
化
）
へ
の
強
い
期
待
を
表
明
し
て
い
る
。
高
等

研
の
提
案
で
も
重
視
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
大
学
セ
ン
タ
ー

と
し
て
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
み
す
え
、
大
学
の
真
の
活
性
化
を
め

ぎ
し
、
研
究
を
コ
ア
に
し
た
シ
ン
ク
タ
ン
ク
を
教
職
員
の
力
を
結
集

し
て
設
立
す
る
こ
と
を
当
初
の
目
的
と
し
て
揚
げ
て
い
る
。

　
「
大
学
共
同
利
用
施
設
の
建
設
」
に
つ
い
て
は
、
京
都
市
が
そ
の

実
現
に
む
け
て
検
討
を
す
す
め
て
い
る
（
施
設
内
容
に
つ
い
て
の
要

望
を
大
学
セ
ン
タ
ー
と
し
て
提
出
し
て
い
る
）
。
こ
れ
は
、
当
初
京
都

市
基
本
計
画
策
定
段
階
で
は
、
大
学
が
個
別
で
所
有
す
る
施
設
に
は

限
界
が
あ
り
、
共
同
で
所
有
す
る
施
設
と
い
う
考
え
方
で
検
討
さ
れ

て
い
た
。
し
か
し
大
学
セ
ン
タ
ー
の
発
足
、
事
業
の
具
体
化
が
進
む

中
で
、
大
学
の
連
合
体
で
あ
る
大
学
セ
ン
タ
ー
の
事
業
拠
点
と
し
て

の
視
点
が
大
き
く
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
京
都
市
と
し

て
は
大
学
セ
ン
タ
ー
の
事
業
自
体
に
も
深
く
関
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

京
都
の
活
性
化
を
望
み
た
い
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
施
設
建
設

の
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
も
一
定
の
も
の
が
示
さ
れ
て
お
り
、
大
学
セ
ン

タ
ー
が
そ
の
事
業
に
ふ
さ
わ
し
い
拠
点
を
得
て
姿
形
を
表
す
と
い
う
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意
味
で
い
よ
い
よ
秒
読
み
段
階
に
は
い
っ
た
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

目
京
都
・
大
学
セ
ン
タ
ー
の
事
業
展
開

　
現
在
、
大
学
セ
ン
タ
ー
で
は
、
大
学
間
連
携
事
業
の
中
の
「
単
位

互
換
」
授
業
が
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
従
来
の
二
大
学
間
に
よ

る
（
そ
の
場
合
必
ず
し
も
国
内
の
大
学
だ
け
で
は
な
い
）
協
定
と
し

て
の
「
単
位
互
換
」
と
い
う
考
え
方
を
根
本
的
に
あ
ら
た
め
、
複
数

大
学
が
同
時
に
複
数
大
学
と
単
位
互
換
で
き
る
「
包
括
協
定
」
と
い

う
考
え
方
を
導
入
し
た
（
こ
れ
に
は
当
初
か
ら
文
部
省
も
好
意
的
で

あ
り
、
協
力
的
に
指
導
・
助
言
を
与
え
て
く
れ
た
と
聞
く
）
。
同
協
定

に
は
、
二
十
八
の
大
学
・
短
期
大
学
（
五
十
一
科
目
提
供
）
が
参
加

を
し
て
お
り
、
学
部
・
学
科
、
一
年
制
大
学
・
短
期
大
学
等
大
学
の

種
別
を
超
え
て
、
千
八
百
人
の
学
生
が
「
京
都
の
大
学
生
」
と
し
て

勉
学
に
励
ん
で
い
る
。
受
講
し
た
学
生
か
ら
の
評
価
は
総
じ
て
す
こ

ぶ
る
好
評
で
あ
り
、
来
年
度
科
目
の
充
実
を
期
待
す
る
声
が
圧
倒
的

で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
ま
た
授
業
を
担
当
し
た
教
員
の
中
か
ら
も
、

熱
心
に
聞
き
入
る
学
生
の
姿
を
高
く
評
価
す
る
声
が
だ
さ
れ
て
い
る
。

他
大
学
へ
の
科
目
の
期
待
、
卒
業
要
件
単
位
の
授
与
、
人
気
授
業
へ

の
学
生
の
集
中
、
事
務
量
の
増
大
、
交
通
問
題
等
、
再
検
討
す
べ
き

点
も
多
く
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
教
育
効
果
を
期
待
す
る
声
が
高
い

と
言
え
る
だ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
今
後
一
定
期
間
を
お
い
た
後
、
抜

本
的
な
改
革
検
討
が
必
要
と
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
大
学
セ
ン
タ
ー
で
は
、
事
業
と
し
て
は
、
学
生
を
主
体
と
し
た
単

位
互
換
授
業
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
当
た
っ
て
い
る
が
、
リ
カ
レ
ン

ト
教
育
事
業
に
お
け
る
調
査
研
究
活
動
と
い
う
地
味
で
は
あ
る
が
将

来
の
た
め
の
着
実
な
活
動
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
研
究
は
文
部
省

の
委
託
事
業
と
し
て
、
各
地
で
す
す
め
ら
れ
て
い
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
事

業
で
あ
る
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
推
進
事
業
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
あ
る
。
主
な
内
容
は
各
大
学
に
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
講
座
を

開
設
す
る
と
い
う
も
の
と
、
教
育
二
ー
ズ
等
を
調
査
し
将
来
の
た
め

の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
事
業
推
進
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
研
究
開
発
す
る
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
京
都
地
域
で
は
京
都
府
・
京
都
市
が
中
心
と
な

り
、
こ
の
事
業
の
委
託
を
受
け
、
そ
れ
を
高
等
教
育
機
関
、
産
業
界

等
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
と
い
う
形
を
と
っ
て
い
る
。
大
学
セ
ン
タ

ー
は
、
そ
の
な
か
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
研
究
開
発
部
分
を
担
い
、
現
在
企

業
、
大
学
で
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
に
関
す
る
実
施
状
況
、
二
ー
ズ
分

析
等
を
研
究
者
に
依
頼
し
て
お
こ
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
や
が
て
答

申
の
形
で
提
案
さ
れ
れ
ば
、
大
学
セ
ン
タ
ー
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
政

策
と
し
て
具
体
化
に
向
け
て
動
き
出
す
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
こ
の
ほ
か
、
大
学
セ
ン
タ
ー
は
「
大
学
都
市
会
議
」
の
開
催
や
京

都
に
お
け
る
大
学
の
窓
口
と
し
て
も
動
き
始
め
て
い
る
。
し
か
し
、
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大
学
セ
ン
タ
ー
の
組
織
形
態
の
確
立
は
暫
定
的
な
ま
ま
で
あ
り
、
早

急
の
検
討
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
我
が
高
等
研
と
し
て
も
新
た
な

提
案
を
行
な
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

四
今
後
の
期
待
i
特
に
大
学
教
員
の
観
点
か
ら

　
京
都
・
大
学
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
、
ま
だ
検
討
段
階
の
事
業
が
多

い
。
む
し
ろ
、
今
年
度
と
来
年
度
ま
で
は
、
検
討
事
業
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
る
。
現
在
検
討
中
の
事
業
は
以
下
に
述
べ
る
四
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
お
い
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。
第
ニ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
社
会
人

対
象
教
育
事
業
（
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
事
業
）
、
第
三
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
の

大
学
間
学
生
交
流
事
業
、
第
四
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
京
都
地
域
研
究
者

年
鑑
作
成
事
業
、
そ
し
て
、
先
ほ
ど
か
ら
述
べ
て
き
た
第
一
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
単
位
互
換
・
共
同
事
業
で
あ
る
。
現
在
の
大
学
セ
ン
タ
ー

の
事
業
内
容
は
「
教
育
事
業
」
的
な
も
の
が
先
行
し
て
い
る
か
の
感

が
あ
る
が
、
未
だ
固
ま
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
検
討
の
余
地
を
大
幅

に
残
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
現
在
、
大
学
セ
ン
タ
ー
の
単
位
互
換
提
供
科
目
に

　
大
学
教
育
の

　
　
　
　
　
　
　
は
系
列
性
・
体
系
性
が
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ

　
交
流
活
動

　
　
　
　
　
　
　
れ
ら
の
科
目
が
次
年
度
必
ず
提
供
さ
れ
る
も
の
と

し
て
期
待
し
に
く
い
。
各
大
学
で
は
秋
頃
に
来
年
度
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
編
成
・
教
員
の
確
定
が
な
さ
れ
る
が
、
現
状
で
は
セ
ン
タ
ー
提
供

科
目
を
そ
れ
に
組
み
込
ん
で
編
成
し
に
く
い
と
い
う
問
題
が
で
て
き

て
い
る
。
単
位
互
換
制
度
の
定
着
発
展
の
た
め
に
は
、
提
供
科
目
の

充
実
、
早
期
化
は
早
晩
改
善
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
ろ
う
。

そ
う
す
れ
ば
、
大
学
セ
ン
タ
ー
へ
の
期
待
は
一
層
高
ま
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。
従
来
単
位
互
換
は
自
大
学
に
な
い
授
業
を
交
換
す
る
と
い

う
意
味
で
「
補
強
的
」
意
味
合
い
が
強
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
そ
れ
が
、
こ
う
し
て
「
包
括
的
協
定
」
と
し
て
二
十
八
大
学
も

の
参
画
に
よ
り
確
立
し
た
場
合
、
ま
た
そ
れ
と
は
異
な
っ
た
あ
り
様

が
模
索
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
だ
ろ
う
。
近
年
「
副
専
攻
制
度
」
　
（
大

学
に
よ
っ
て
呼
び
方
は
異
な
っ
て
い
る
が
）
の
導
入
が
流
行
し
て
い

る
。
こ
れ
は
、
入
学
し
た
学
部
・
学
科
・
専
攻
以
外
に
専
攻
を
設
け

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
例
を
と
れ
ば
、
経
済
学
部

に
入
学
し
て
も
中
国
語
の
専
門
家
と
し
て
卒
業
可
能
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
そ
う
し
た
意
味
で
、
大
学
セ
ン
タ
ー
を
自
大
学
の
外
の
「
副

専
攻
科
目
提
供
組
織
」
と
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
、
検
討
し
て
み

る
意
味
は
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
「
単
位
互
換
授
業
」
の
開
始
に
よ
り
、
学
生
の
流
動
化
が
始
ま
っ

た
。
学
生
に
と
っ
て
は
受
講
科
目
の
選
択
の
余
地
が
広
が
っ
た
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
学
生
に
よ
る
大
学
の
壁
を
越
え

た
授
業
評
価
を
促
す
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
（
も
ち
ろ
ん
、
逆
に
安
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き
に
流
れ
る
傾
向
を
生
む
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
が
）
。
こ
れ
ま
で
自

己
点
検
・
評
価
と
い
っ
て
も
大
学
内
（
あ
る
い
は
教
授
会
内
）
に
と

ど
ま
る
傾
向
が
強
か
っ
た
も
の
が
、
大
学
の
壁
を
飛
び
越
え
大
学
間

の
教
育
交
流
に
も
新
し
い
内
容
が
生
ま
れ
る
可
能
性
を
も
つ
だ
ろ
う
。

こ
れ
は
他
方
で
は
大
学
間
の
教
育
（
教
授
）
方
法
交
流
に
つ
な
が
る

契
機
と
も
い
え
ま
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
大
学
研
究
者
は
、
研
究
内
容
に
よ
り
研
究
グ
ル

　
研
究
交
流
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　
ー
プ
、
研
究
会
、
学
会
を
構
成
し
て
い
る
。
ま

た
一
般
教
育
学
会
、
科
目
教
育
学
会
等
も
近
年
で
は
活
発
に
活
動
す

る
学
会
と
し
て
研
究
者
の
な
か
で
は
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
地
域
を
基
盤
と
し
て
研
究
会
、
学
会
等
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い

っ
て
も
よ
い
。
そ
の
理
由
は
き
わ
め
て
簡
単
で
、
そ
の
意
義
が
な
か

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
今
日
我
々
研
究
者
の
成
果
が
、
現
実
社
会
に
ど

の
よ
う
に
役
立
っ
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
が
逆
に
社
会
か
ら
問
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
な
か
、
地
域
社
会
に
還
元
し
て
い
く

と
い
う
観
点
か
ら
の
研
究
活
動
が
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を

強
く
感
じ
る
。
地
域
の
側
で
も
、
横
浜
市
、
京
都
市
が
「
研
究
助
成

制
度
」
を
開
始
し
他
都
市
で
も
検
討
が
始
ま
っ
て
い
る
。
今
年
両
市

で
採
択
を
受
け
た
研
究
テ
ー
マ
を
み
て
も
、
市
の
行
政
と
は
ま
っ
た

く
関
連
性
の
な
い
内
容
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
市
と
し
て
よ
り
広
く

研
究
奨
励
を
推
進
す
る
よ
う
に
な
．
っ
て
き
て
い
る
。

　
そ
う
し
た
意
味
で
、
大
学
セ
ン
タ
ー
が
研
究
会
、
学
会
の
会
場
提

供
（
貸
し
館
業
）
と
い
う
消
極
的
支
援
ス
タ
イ
ル
を
越
え
て
自
治
体

等
と
と
も
に
、
研
究
奨
励
基
金
の
創
設
や
地
域
学
会
の
設
立
、
学
会

事
務
局
代
行
等
の
事
業
展
開
を
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
学
セ
ン
タ
ー
の
挑
戦
す
べ
き
大
き
な
テ

　
産
業
界
・
地
域
社
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
マ
は
や
は
り
、
こ
の
分
野
で
は
な
い
だ

　
と
の
交
流
活
動
　
　
　
　
　
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ
う
力
　
大
学
間
交
流
事
業
だ
け
で
あ
れ

ば
、
す
で
に
全
国
レ
ベ
ル
で
は
国
立
大
学
協
会
、
・
公
立
大
学
協
会
、

私
大
連
盟
等
が
活
動
し
て
い
る
。
大
学
セ
ン
タ
ー
は
地
域
性
と
と
も

に
産
学
官
連
携
組
織
と
し
て
発
展
す
る
方
向
性
を
と
る
こ
と
に
な
ろ

う
。
産
業
の
側
か
ら
大
学
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
期
待
は
大
き
な
も
の

が
あ
る
。
か
つ
て
、
産
学
共
同
に
対
す
る
批
判
が
大
学
側
で
は
強
か

っ
た
。
た
し
か
に
利
潤
動
機
で
行
動
を
決
定
す
る
企
業
の
要
求
と
学

問
研
究
と
は
無
原
則
に
結
び
つ
く
わ
け
に
は
い
か
な
い
で
あ
ろ
う
が
、

地
域
や
産
業
の
発
展
と
学
問
研
究
の
自
主
的
発
展
と
を
同
時
に
追
求

し
つ
つ
、
あ
る
べ
き
協
力
を
追
求
す
る
こ
と
も
必
要
な
時
代
と
な
っ

て
い
る
。

　
大
学
の
側
か
ら
見
て
も
い
ま
や
、
新
し
い
産
業
技
術
の
発
展
に
と

も
な
う
政
策
系
、
情
報
系
等
の
学
問
の
発
展
が
望
ま
れ
て
い
る
。
産

業
界
の
経
営
戦
略
的
な
部
分
を
見
過
ご
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
相

互
の
立
場
の
違
い
を
尊
重
し
つ
つ
、
新
し
い
産
学
共
同
の
ル
ー
ル
を
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確
立
す
る
こ
と
も
、
今
日
の
大
学
の
お
か
れ
た
立
場
か
ら
し
て
、
し

か
る
べ
き
方
向
で
あ
る
と
思
う
。

　
こ
う
し
た
方
向
を
考
え
る
時
、
産
学
連
携
な
い
し
産
学
交
流
の
新

し
い
ル
ー
ル
と
形
態
を
大
学
セ
ン
タ
ー
を
媒
介
に
追
求
す
る
意
味
は

大
き
い
。
大
学
セ
ン
タ
ー
は
京
都
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
機

構
と
な
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ア
メ
リ
カ
・
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ

で
は
、
地
域
お
こ
し
の
た
め
の
産
学
官
連
携
組
織
が
「
民
間
組
織
」

の
形
で
運
営
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
か
つ
て
の
「
鉄
の
ま
ち
」

が
見
事
な
ま
で
に
豊
か
な
「
文
化
都
市
」
と
し
て
よ
み
が
え
り
つ
つ

あ
る
と
い
う
。
日
本
で
も
中
央
一
極
集
中
の
弊
害
が
あ
ち
こ
ち
で
現

わ
れ
て
お
り
、
産
業
構
造
の
変
遷
が
そ
の
ま
ま
町
に
影
を
落
と
し
て

い
る
。
京
都
も
か
つ
て
の
産
業
都
市
か
ら
大
き
な
岐
路
に
立
っ
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
一
日
も
早
い
実
現
を
望
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
学
セ
ン
タ
ー
の
教
育
関
連
諸
事
業
の
展

　
シ
ン
ク
タ
ン
ク
機
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
に
は
ま
だ
ま
だ
未
解
決
の
課
題
が
山
積

し
て
い
る
。
社
会
状
況
の
変
化
や
二
ー
ズ
の
変
化
に
応
え
て
事
業
化

し
て
い
け
ば
当
然
様
々
な
多
く
の
問
題
に
遭
遇
す
る
こ
と
に
な
る
。

京
都
に
あ
る
大
学
も
、
自
大
学
の
経
営
を
安
定
的
に
進
め
る
た
め
に

は
、
従
来
の
パ
タ
ー
ン
を
こ
え
た
教
育
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
が
必

要
と
な
る
。
こ
れ
で
は
、
大
学
セ
ン
タ
ー
の
事
業
自
体
と
も
競
合
す

る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
そ
こ
で
、
大
学
セ
ン
タ
ー
は
、
社
会
の

動
向
、
二
ー
ズ
を
正
確
に
把
握
・
分
析
し
、
今
後
各
大
学
は
ど
の
よ

う
な
政
策
動
向
を
展
開
す
べ
き
か
と
い
う
高
等
教
育
に
関
す
る
政
策

立
案
活
動
を
基
本
と
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
期
待
さ

れ
る
の
が
大
学
セ
ン
タ
ー
に
設
置
さ
れ
る
教
育
科
学
研
究
の
た
め
の

シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
あ
る
。
こ
れ
は
他
方
で
大
学
教
育
に
関
す
る
情
報

交
流
、
経
験
交
流
お
よ
び
プ
ラ
ク
テ
イ
ス
を
も
可
能
と
す
る
教
育
組

織
で
あ
っ
て
も
よ
い
と
思
う
。
あ
る
い
は
、
変
化
す
る
社
会
的
な
教

育
二
ー
ズ
に
答
え
て
、
個
別
大
学
で
は
考
え
も
つ
か
な
い
よ
う
な
教

育
事
業
・
ツ
ー
ル
開
発
・
提
供
な
ど
も
期
待
し
た
い
。
特
に
現
在
で

は
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
教
育
方
法
が
各
地
で
検
討
さ
れ
て

い
る
が
ま
だ
そ
れ
ら
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。

　
大
学
経
営
者
、
大
学
教
員
、
そ
し
て
一
般
職
員
が
大
学
を
越
え
て

各
々
の
分
野
で
研
究
（
研
修
）
交
流
を
行
う
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で

あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
は
、
第
一
級
の
情
報
、
研
究
成
果
が
集
ま

っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
で
な
け
れ
ば
多
く
の
研
究
者
の
要

求
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
地
域
・
産
業

界
か
ら
見
た
と
き
に
も
、
単
な
る
窓
口
で
は
あ
ま
り
大
し
た
期
待
は

望
め
な
い
と
い
え
よ
う
。
単
な
る
紹
介
業
だ
け
で
は
、
直
接
大
学
に

聞
く
と
い
う
方
法
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
聞
い
た
後
ど
う
し
た
ら
よ

い
の
か
、
ど
の
よ
う
な
見
通
し
を
今
後
持
て
ば
よ
い
の
か
、
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
応
え
て
く
れ
る
と
こ
ろ
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
大
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学
セ
ン
タ
ー
に
は
大
学
や
文
化
芸
術
に
関
す
る
情
報
が
当
然
集
ま
っ

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
に
は
、
情
報
基
盤
整
備
、
国
、

自
治
体
と
の
ア
ク
セ
ス
の
方
法
な
ど
も
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
だ
ろ
う
。

　
大
学
セ
ン
タ
ー
に
期
待
し
た
い
機
能
と
し
て
は
や
は
り
、
シ
ン
ク

タ
ン
ク
機
能
で
あ
り
、
情
報
を
加
工
し
発
信
す
る
力
で
あ
る
。
我
が

「
高
等
教
育
研
究
会
」
も
こ
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
設
立
に
は
大
い
に

期
待
し
、
提
言
し
、
協
力
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
が
な

け
れ
ば
、
大
学
セ
ン
タ
ー
も
い
ず
れ
は
立
脚
基
盤
が
危
う
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

国
大
学
の
自
己
革
新
と
連
動
さ
せ
て

　
最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
大
学
セ
ン
タ
ー
発
足
の
契
機
は
い
く
つ
か

あ
る
。
し
か
し
、
や
は
り
そ
の
中
心
は
大
学
内
部
か
ら
の
自
己
革
新

の
動
き
の
高
ま
り
で
あ
る
。
今
後
も
教
職
員
の
こ
の
よ
う
な
改
革
意

識
に
支
え
ら
れ
て
大
学
セ
ン
タ
ー
の
事
業
が
ネ
ク
ス
ト
フ
ェ
イ
ズ
に

向
か
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
高
等
研
で
は
「
大
学
連
合
構
想
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
を
恒
常
的
に
組
織
し
、
大
学
セ
ン
タ
ー
の
理
念
に
照
ら
し
た
提

言
機
能
を
積
極
的
に
担
っ
て
活
動
し
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。
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い
ず
れ
に
し
て
も
、
京
都
に
お
け
る
大
学
連
合
の
可
能
性
は
、
い

ま
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。
欧
米
諸
国
、
特
に
ア
メ
リ
カ
で
は
、

当
然
に
し
て
存
在
す
る
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で
あ
る
が
、
日
本
に

は
ま
だ
、
本
格
的
に
確
立
さ
れ
て
い
な
い
。
我
が
国
で
現
実
化
し
な

か
っ
た
理
由
は
率
直
に
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
で
な
い
と

な
に
も
始
ま
ら
な
い
。
し
か
し
、
現
実
に
拘
泥
し
て
い
て
も
日
本
初

の
本
格
的
な
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
決
し
て
日
の
目
を
見
る
こ
と

は
な
い
だ
ろ
う
。
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